
厚木市客引き行為等防止条例施行規則
平成25年12月27日
規則第47号
（趣旨）
第１条　この規則は、厚木市客引き行為等防止条例（平成25年厚木市条例第24号。以下「条例」という。）の施行について必要な事項を定めるものとする。
（証明書）
第２条　条例第４条第４項の規定により指定された者は、指定された者であることを示す証明書（第１号様式）を携帯し、関係人の請求があるときは、これを提示しなければならない。
（勧告書）
第３条　条例第６条の規定による勧告は、勧告書により行うものとする。
（過料）
第４条　条例第10条の規定により過料を科する場合は、過料処分通知書によりその旨を通知し、納入通知書により徴収する。

(滞納処分に関する事務の委任等)
第５条　市長は、条例に基づく過料の徴収に関する事務に従事する職員のうち、市長が指定する者に当該過料（当該過料に係る延滞金を含む。）の滞納処分に係る事務を委任する。
２　前項の規定により委任を受けた者は、委任された事務を行うときは、委任された者であることを示す厚木市客引き行為等防止条例に基づく過料滞納処分職員証（第２号様式）を携行し、関係人の請求があるときは、これを提示しなければならない。
（その他）
第６条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
(平29規則29・旧第5条繰下)

附　則

この規則は、平成26年4月1日から施行する。

附　則(平成29年規則第29号)

この規則は、公布の日から施行する。
附　則(平成31年規則第22号)

この規則は、元号を改める政令(平成31年政令第143号)の施行の日から施行する。

第1号様式(第2条関係)
(平29規則29・旧別記様式・一部改正、平31規則22・一部改正)

第１号様式（第２条関係）
（表）
	第　　　　 号
証　明　書


氏  名
　上記の者は、厚木市客引き行為等防止条例第４条第４項の規定により指定された者であることを証明する。
　
　　年　　月　　日
厚木市長　　　　　　　　　印



(裏)

	厚木市客引き行為等防止条例（抜粋）
（客引き行為等の禁止）
第３条　何人も、公共の場所において、客引き行為等をしてはならない。
(指導)

第４条　市長は、前条の規定に違反した者に対し、必要な指導を行うことができる。
２　市長は、前項に規定する指導を行うに際して、前条の規定に違反した疑いがあると認められる者その他の関係者に質問その他の同条の規定に違反する行為を明らかにするために必要な行為をすることができる。
３　市長は、事業者（事業を営む個人及び法人その他の団体をいう。以下同じ。）が行う事業に関し、前条の規定に違反する行為が行われたときは、当該事業者に対し、当該客引き行為等が行われないよう必要な措置（以下「客引き行為等防止措置」という。）を講ずるよう指導することができる。
４　市長は、第１項又は前項に規定する指導をあらかじめ指定する者に行わせることができる。



第２号様式（第５条関係）
（表）
	　第　　　　　　号
厚木市客引き行為等防止条例に基づく過料滞納処分職員証

	　
	写真
	所属
氏名

	年　　月　　日生
　　　　　　年　　月　　日発行
厚木市長　　　　　　　　　　印


(裏)
	１  本証は、厚木市客引き行為等防止条例に基づく過料（当該過料に係る延滞金を含む。）に係る滞納処分を行う場合は、必ず携行しなければならない。　
２  本証は、関係人の請求があったときは、いつでもこれを提示しなければならない。
 ３  本証は、他人に貸与し、又は譲渡してはならない。
　４  本証の有効期間は、発行の日から１年とする。　









写  真








